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読売新聞社は「Better Co-Being」パビリオンのパートナーです

読売新聞社は、データサイエンティストの宮田裕章・慶應義塾大学教授がプロデュー
サーを務める「 Better Co-Being 」パビリオンに協賛し、新聞社としての新たな価値創
出に挑んできました。

また、読売新聞グループのネットワークをフル活用し、読者や企業・団体などとの様々
な共創を通じて、「Better Co-Being」の理解浸透・共感醸成にも取り組んできました。

2023年7月20日付 読売新聞朝刊
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〜いのち 響きあう中で未来を描こう〜

会場のシンボル「静けさの森」に溶け込むように屋根も壁もな
いパビリオンで、一人ひとりが互いにつながりながら、幸福に生
きるウェルビーイングを実現する「Better Co-Being」をコン
セプトに、データ共鳴社会の体験を提供します。
位置情報や行動ログ、生体、感情、環境、人流データなどを取

得し、一人ひとりに寄り添う気づきの機会や行動の選択肢、リア
ルとバーチャルを超えた人とのつながりなどを提供することで、
共創の機会が得られる未来社会を体験できます。

宮田裕章 慶應義塾大学教授

1978年生まれ。専門はデータサイエンス、科学方法論、
Value Co-Creation。データサイエンスなどの科学を駆使し
て社会変革に挑戦し、現実をより良くするための貢献を軸に
研究活動を行う。いのちを響き合わせて多様な社会を創り、
その世界を共に体験する中で一人ひとりが輝くという“共鳴す
る社会”を目指す。
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「Better Co-Being」パビリオンについて



閉幕後に「読売EXPOレガシーフォーラム」を開催し、万博遺産の活用法を考えます

読売新聞はSDGsの認知向上や理解促進を目指し、2018年から23年まで、計7度の「読売SDGｓフォーラム」を開催してきま
した。24年にはそれを発展させる形で 「読売EXPOフォーラム」を実施。万博開幕の直前となる今年2月には、万博プロデュー
サーや関係者らが登壇し、大阪・関西万博のパビリオンでの体験や興奮を、一足早く来場者や読者に届けました。

日々盛り上がりを見せる大阪・関西万博ですが、第11回目となる今回は、万博の閉幕後に残る有形・無形の遺産、万博レガシー
にスポットを当てた「読売EXPOレガシーフォーラム」として、世界各国・企業が挙って準備を進めてきた最新のテクノロジーや
価値観を今後どのような形で活用していくのかについて具体的に考えます。
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これまでのフォーラムの様子

2025年2月14日開催実績：申し込み総数2,172件、参加数1,080名（オンライン配信含む）



2025 秋セッション 実施概要案 3

タ イ ト ル 
日 時

形式 ・ 会場

名 義 

定 員
参  加  費
そ の 他

読売EXPOレガシーフォーラム ～副題未定～
2025年10月14日もしくは15日を予定
13:30 配信開始 14:00開演～17:00ごろ終演予定

会場観覧・オンライン配信のハイブリッド形式
●会場は大阪市内を予定

主催／読売新聞社
後援／２０２５年日本国際博覧会協会、関西経済連合会、
大阪経済同友会、大阪商工会議所、大阪府、大阪市 ほか

会場観覧：150人程度 オンライン配信：1,000人程度（いずれも応募多数の場合は抽選）
無料
後日（開幕直前の11月中旬を予定）採録特集を新聞・Webで掲載

※開催日時は登壇者、協賛社、その他会場の都合などにより前後する場合があります。
※内容、構成については今後変更になる場合があります



大阪・関西万博を振り返り、各企業の取り組みを改めて紹介し、
この価値を今後にどうつなげてゆくのか、会場や視聴者に発信
します（10-15分程度）

＜展開例＞
・開催を通じて見えてきた課題と可能性
・国内外の過去の万博におけるレガシー事例の紹介
・次世代にどうつなげるか
・2040年、2050年に向けた「次の問い」の種をどうまくか

など

2025秋セッション プログラム案 4

複数の登壇者で意見を交わし合いながら、万博開催を通じて見
えてきた課題や可能性などについて考えます（30-40分程
度）

＜展開例＞
・民間パビリオン出展企業関係者らによる万博の振り返り
・シグネチャーパビリオンプロデューサーと協賛企業代表の
対談

・未来事業ショーケース出展企業同士でのトークセッション
など

①トークセッション・対談 ②事例紹介・講演複数登壇者 単独登壇

14:00 ～ 14:10（10分） 開会あいさつ …万博関係者等を想定
14:10 ～ 14:40（30分） トークセッション・対談①
14:40 ～ 14:55（15分） 事例紹介・講演①
14:55 ～ 15:25（30分） トークセッション・対談②

休憩（10分）
15:35 ～ 15:50（15分） 事例紹介・講演②
15:50 ～ 16:20（30分） トークセッション・対談③

※内容、構成については今後変更になる場合があります



森羅万象をデジタル化する～リアルな時空を未来へ～
(2024年3月、9月「読売EXPOフォーラム」)

クモノスコーポレーション 中庭和秀代表取締役社長が、「森
羅万象をデジタル化する」というコーポレートミッションの
下、文化財や歴史的建造物、さらには街全体まで、様々なも
のをデジタル化してきた同社の技術を紹介。この技術を生か
し、大阪・関西万博の全てのパビリオンをデジタル化し、
1000年後の未来まで伝えるという思いを語りました。

参考事例 5

万博から始まる共鳴～ウェルビーイングなまちづくり～
(2025年2月「読売EXPOフォーラム」)

大阪・関西万博「Better Co-Being」パビリオンのプロデュー
サーを務める宮田裕章・慶應義塾大学教授と、その宮田氏と
の共同プロジェクトの企画・開発責任者である株式会社大林
組の船橋氏が、万博に向けて大林組が開発したアプリの制作
意図や、「万博から始まる共鳴」を未来の社会にどうつなげ
るかなどについてトークセッション形式で紹介しました。
進行は読売テレビ澤口実歩アナウンサー。

アーカイブ👇👇 アーカイブ👇👇

①トークセッション・対談 ②事例紹介・講演



掲載事例（2024年9月「読売EXPOフォーラム」） 6

▲2024年10月13日 読売新聞朝刊（大阪本社版）



掲載事例（2025年2月「読売EXPOフォーラム」） 7

▲2025年3月13日 読売新聞朝刊（全国版）



アーカイブ（挑む 万博） ※2024年3月開催分 8

読売EXPOフォーラム



アーカイブ（挑む 万博） ※2024年9月開催分 9

読売EXPOフォーラム



アーカイブ（挑む 万博） ※2025年2月開催分 10

読売EXPOフォーラム

前回実施分のアーカイブはこちら

https://yab.yomiuri.co.jp/idomu/yef2409101/

https://yab.yomiuri.co.jp/idomu/yef2409101/


スケジュール 11

2025年7月 8月 9月 10月 11月

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

■2025年10月開催 ※登壇者、協賛社、その他会場の都合などにより、前後する場合があります。

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

募集期間募集準備
原稿制作

採
録
掲
載

協賛社・登壇者打ち合わせ

協
賛
締
切
り

協賛ご検討・内容ご相談

■募集告知（過去事例）＜一例＞

▲新聞広告（半５段） ▲新聞広告（全５段） ▲Meta広告 ▲Meta広告



掲載事例（2024年3月「読売EXPOフォーラム」） 12

▲2024年4月13日 読売新聞朝刊（大阪本社版）



イベントの最新情報、ご協賛メニューなどの詳細は、
弊社貴社担当営業 または、
読売新聞大阪本社 ソリューション開発部（o-bp@yomiuri.com）

にお問い合わせください

mailto:o-bp@yomiuri.com
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